
美津島町

厳原町

～美津島編 P.11～

「天空の要塞」とも呼ばれるこの砲台は、明治期の対馬の最大規模を誇っ
ているらしいニャ！！赤レンガと対州砂岩を用い、イギリス式で造られて
いて、レトロな雰囲気を醸し出しているニャ！

～美津島編 P.26～

667年、浅茅湾南岸に突き出した「城山」（じょうやま）に「金田城」
（かなたのき）が築かれ、東国から召集された防人たちが城山山頂から朝
鮮半島を睨み続けたニャ。国の特別史跡に指定されているニャ～！

～美津島編 P.27～

白嶽は九州百名山の１つに数えられている対馬一の名山だニャン！
標高519mの頂上に石英斑岩が顔を出す霊山の山頂から広がる360度の眺
望に圧巻されること間違いなしだニャー！

～美津島編 P.17～

僕が行ったときは干潮だったけれど、満潮時には大島への参道が海に沈む
ニャ！また景色が変わって美しいと思うニャ！

～美津島編 P.24～

対馬の東海岸の景観を一望することが出来るニャ～！180度ひたすら水平
線だけが見える対馬ならではの雄大な風景が楽しめるニャ！

～厳原編 P.7～

石屋根の家は日本では対馬だけで、対馬でもこの椎根（しいね）や上槻、久
根浜、久根田舎など、この近辺でしか見られない建物なのだニャー！！古来
穀物や生活用品を保管するために使われてきたみたいだニャ～～

～厳原編 P.14～

文永11年(1274年)、小茂田浜に元・高麗連合軍の軍船が襲来した際、守護
代宗助国(そうすけくに)はじめ防戦した人々の霊が祀られているニャ！毎
年11月の第2日曜日には小茂田浜神社大祭が開催されるニャ！

～厳原編 P.16～

万葉集にも詠われた名山なのだニャー！登山の途中では豊臣秀吉が朝鮮出
兵の際に築いた清水山城の遺構も見ることができるニャ！

～厳原編 P.27～

八幡宮といえば、前三神を八幡大神として祀っている神社が多いけれど、
厳原八幡宮では主神が五神も祀られているニャ！！！宝物館には対馬藩宗
家に関する重要な歴史資料が展示されているニャー！

～厳原編 P.31～

対馬藩主家墓所と背後の山並みを借景とし、高低差のある池の緑辺部に配
された景石と玉砂利敷きの洲浜は、対馬東岸の風景を模したものだと考え
られているニャ！！

～厳原編 P.32～

”観光の間”では、神話伝承の時代から近代までの対馬の歴史が、写真やイ
ラストを多く使用して紹介されているニャー！

～厳原編 P.36～

日本の三大墓地の１つで、百雁木と呼ばれる132段の石段を登ると歴代の
藩主と一族のお墓が並んでいるニャ！！
朝鮮国王から贈呈された三具足なんかも見れちゃうんだニャ～～

～厳原編 P.35～

清水山城跡は、豊臣秀吉が朝鮮出兵の年である天正19年（1591）に構築
したと言われていて、規模は大きくないけれど史跡としての価値が高い
ニャ！！

～厳原編 P.37～

”お船江”とは対馬藩の御用船を係留した船だまりのことで、今でも正門、
倉庫などの建物跡が残っているニャ～保存状態は全国的に見てもトップク
ラスだと言われているニャ！

～厳原編 P.38～

「国定公園」の特別保護区に指定されているニャン！！清流「瀬川」は、
川全体が天然の花崗岩で覆われ、全国でも珍しい景観らしいニャ。

～厳原編 P.2～

昭和7～8年頃、阿連から小茂田に向かう道が悪かったので、石屋の田代
棟梁が一人で掘り始めた洞門にゃ！しまいには阿連地区の人達が協力して
完成させたそうだニャ！！

～厳原編 P.5～

本尊仏は対馬唯一の千手観音菩薩で、対馬六観音（豆酘・佐須・曽・三
根・仁田・佐護）の中で最も美形で、最も古いと言われているニャ。
像高約170cm、檜材の一木造で、平安時代末期の作だニャー！！

～厳原編 P.12～

社殿は立派で、苔むした参道が美しいニャ～～境内に、式内社の都々地神
社（矢立山遥拝所）があるニャン！！

～厳原編 P.41～

千古の神秘をたたえた森の中に苔むした石積みの塔があるニャ。昔は「恐
ろしい所」とされた不入の聖地だったのだニャ・・・今でも土足厳禁なの
でそこは注意してニャ！！

ろくべえイチオシ！

対馬まるごとマップ（3）
～美津島町・厳原町～

はろくべえの個人的な

おすすめスポットだニャ！

＜国土地理院地図を加工して作成＞


